♦給電部への同軸ケーブルのつなぎ方 


防水キヤッフはケーフルの太さに合 
わせてカットし、先端加工の前に同 
軸ケーブルを通しておいてください。 


※防水キャップは、給電部の中に入っ 
ています。 


© 


ネジの締付トルク 
(ム、線）： 0.40〜0.60 N.m 
(編組）： 0.25 〜0.3 ON.m 


<— ぶ 思 


>蝶ボルトなどのネジ類は、ペンチ 
などの工具を用いてしっかりと締 
め付けてください。 

>同軸ケーブルは、ム、線と編組が 
絶がに シヨート しないようを意し 
て処理してください。 

>同ーマストに取り付けるアンテ 
ナは、できれば1 m じ(上間隔をあ 
けてくださし、0 

>給電部フタは確実にしめてくだ 
さし、。 

>同軸ケーブル取付部ソ外に給 
電部内をさわらないでくださし、。 


■規格特性 

素子数 

14 

使用チャンネル(か.) 

13〜62 

インピ-ダンス ( Q ) 

75 

動作利得 ( dB ) 

7.7 〜 12.0 

VSWR 

2.2 じ(下 

前後比 ( dB ) 

16.6-19.6 

半値幅(度) 

57〜31 


感 


^ドライバで 
ネジを締め 
編組を固を 




防水キャップ 



ビ ニルテー プ 
を巻かないで 
ください 

( マ、、、ち青^ 

防水キャップは給電部の防水キャップ 
溝の奥まで確実に差し込んでくださし、。 


組立完成図 


放射器 



ネジの締付トルク 
M 5 : 2〜 3 N • の※ 
M 6 : 4〜 5 N • m 

《1 N . m =10 kgf.cm 
M 6 は押えを具部に 
あるも某ナツト M 6 のみ 
です。他は M 5 となり 
ます。 


マス 


同軸ケーブル 
(別売品） 


<付属品〉 

防水キャップ1個 
固定バンド 1個 


(給電部に入っています） 


U ステーの 組み立て方 


①蝶ボルトで固定 



② 

蝶ナットで固を 


U ステーを矢印の方向へ約90度回転さ 
せ①の蝶ボルト、②の蝶ナットの順番 
でしっか U と固定してください。 


反身才器の組み立て方 



③の蝶ナットを一度ゆ 
るめ反射器が確実に口 
ックされるまで開き、 
固定した後に③の蝶ナ 
ットを確実に締めがけ 
てください。 


③蝶ナッ 


マストへの取り付け方 


蝶ボル 


U ステー 


マスト 

適合マスト径 
半 16〜 56 mm 



垂直偏波の時は必 
ずこの穴を利用し 
蝶ボルトで取付を 
具をしっかも J と固 
定してくださし、。 


取付金具 


蝶ナット M 6 


巧え金具 


〈垂直偏波を受信する場合〉 

U ステーから取付金具を一旦 
はずし垂直偏波用に付け直し 
た後アンテナを図のように設 
置してください。 

(「マス トへの取 U 付け方」 

を参照してくださし、〇 ) 


1 

T 


111 J -JJ 
TTTTTT 


取付を具 



マスト 


3 C ，4 C 相当 
同軸ケーブル 


5 C 相当 
同幸由ケーブ;レ 




出力部に同軸ケーブルをまつすぐに挿入し、ム、線と編組が 
シヨートしていないことを確認した後、固定してくださし、。 


ム、線は1 mmli (下 
にカットしてく 
ださい。 



ドライバで 
ネジを締め 
[> 線を固を 


同ま 4 /r — ~f]\j 



防水キャップ溝 


アン 




の 






品 


番 USA -19 DS ステンレスエレメント仕樣同軸ケーブル (75Q 膚用 U ステ ー 付 


のアンテナを正しくご使用いただくために、説明をよくお読みくださし 



C 


編組を析返す 














































































































































































